
株式会社ジェイズハートでは、「人生の豊かさ」をテーマとして、自然や伝統との触れ合いを
通じて、これからの生活環境の在り方を実践的に試行学習しながら進めています。

時を紡ぐプロジェクトのセンター的な役割を果たす「時紡庭」の庭デザイン＆コンセプトが、季刊「庭」の
特集ページの一部で紹介されました。この庭は、施主の林家の祖父から伝わる庭が荒廃したのを孫の代で
受け継いで再生するところから、このプロジェクトは始められました。
庭師でアート志向の強い古川堤乾のもとに海外で活躍するアート作家ユニットの道楽同盟と彫金作家の天野
入鹿が参加することで、庭の再生がおこなわれました。弊社は、企画コンセプトを担当することで、これら
の庭の過去と現在、未来に意味付けを施しました。また、歴史を実践から学ぶために、平安時代から伝わる

■庭のデザイン設計へのコンセプトからのアプローチ

■茶の湯の設計と「おもてなし」の心

■食を通じた健康と豊かさの獲得

季刊「庭」は、
何十年も前から出版されて
いる歴史のある書籍です。
庭の業界関係者の間では、
非常に権威をもった冊子です。

庭のデザイン設計に関して、単純に木々を植えて配置するだけでなく、
施主さんにとっての庭の在る意味を持たせる「意味付け」を与える
こと、コンセプトデザインからの手法にて庭づくりに参加しました。
この営みが、雑誌にて採り上げていただきました。

茶室は、侘び寂びの精神性を有したもの 
（上記の写真はイメージ）

浮世絵を再現する品質（和紙）
※美濃の和紙文化にも触れて、日本の伝統を紹介します。

時紡茶寮（仮称） 魯山人が開設した伝説の料亭「星岡茶寮」に因んで

当施設においても、最大１０名しか収容できないところでは、一般客の呼び込みは
必要としません。星岡茶寮は、魯山人による新鮮な山海の食材による料理と、料理を
斬新に盛り付ける食器、そして数寄屋建築、庭園、調度におよぶトータルなもてなしが
注目を集めました。当施設も日本伝統文化を基軸として、文化人やビジネスでの会合・
交流の秘められた場所として、活用していただけるようにしたい。

仏教では、円は永遠の繋がり（循環）となごやか（円満）を示す。
大テーブルを囲んで、円窓から眺める外の自然の景色とともに
自然の循環と調和を理解します。

円窓の径は、もう少し大きくする

展示のための展示ではない、
生活のなかで季節・テーマに合わ
せて展示する。（掛け軸）

安心して、仕事・寝泊りできる部屋を確保

コンセプトデザイン：株式会社ジェイズハート

日本のお茶文化の原点を
示すために、どの流派にも
対応できるようにする。
（素朴さと侘びは必要）

１０人が利用できる無垢一枚板
※東白川村の木材の紹介も兼ねます。
（地震時の非難場所としても利用可）

茶道具のひとつとして、屏風を
用意します。

ふすまや屏風は、古来より
日本の生活文化の演出として
利用されてきました。
（そこに新しさを取り込みたい）

熱田の古民家を改装することで、日本の伝統文化を原点に立ちが戻って接する場所づくりをいたします。
格式や儀礼を重んじる茶道に敬意を示しながら、庶民にも開かれた「お茶の精神」の場所を設計します。

◆ 都市部のクレインガルテン
癒しの自然風景と庭の森（ビオトープ）
自然を楽しむ農園と憩の場（スローライフ）

これらの写真は庭の森を企画イメージしたもので、あくまでも参考のものです。

泉の土地 

【一宮泉の土地】

時を紡ぐプロジェクト クレインガルテン企画案
立案企画：株式会社ジェイズハート

町のなかに「癒しの森」が創出されます。そこは、人生のオアシスともいうべき、心の癒しの場所でもあります。

人間の身体に優しい適正な栄養価を有した野菜
づくりができる農地の環境整備とともに、
自然にふれあう農業と土地という場所を造りま
す。人間として必要な豊かさを回復できる「癒し」
や自然との触れ合う環境づくりもいたします。

ライフワーク事業の御紹介


